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七三一九年七月～一○月（法文⑰～⑰）（以上同四七号
テオドシウス法典（○８のメョゴの。□・の一目こ②）（一一一）（後藤）
一三一一一一年（法文①～⑩）（以上『専修法学論集』第五九
号
［
一
九
九
三
年
九
月
］
）
一一一一二四年（法文⑪～⑳）（以上同六○号［一九九四年一一一
月］）
三一一一一五年一月～一○月（法文⑳～⑫）（以上同六一号
□九九四年七月］）
四一一一一五年一一月～一一二六年（法文⑬～⑮）（以上同六
一一一号［’九九五年三月］）
五三一七年～一一一一九年一一一月（法文⑳～⑳）（以上「立教
法学』第四三号［’九九六年一一月］）
六
三
一
九
年
四
月
～
七
月
（
法
文
⑳
～
⑲
）
（
以
上
同
四
五
号
□九九六年九月］）
三
一
九
年
七
月
～
〈史料紹介〉
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
（○○Ｑの〆目丘の○Ｑ○四四口口の）（一一一）
二九九七年七月］）
八一一一一九年一一月～’一一一一○年二月（法文⑩～⑭）（以
上
同
五
○
号
□
九
九
八
年
七
月
］
）
九一一一二○年一一月～’一一一一一年一月（法文⑫～⑳）（以上
同五三号［’九九九年七月］）
一○三一一一年一一月～八月（法文⑪～⑰）（以上同五六号
三○○○年八月］）
’’’一一一一一年八月～三一一一一一年四月（法文⑰～⑯）（以上
同五八号［一一○○｜年七月］）
’一一三一一一一一年五月～’一一一一五年六月（法文⑰～⑳）（以上
本誌）
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
（
代
表
後
藤
篤
子
）
四
五
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⑰
第
四
巻
第
八
章
第
六
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
（１）
ムスに〈一日一示す〉。
自
由
に
対
し
て
は
父
祖
た
ち
に
よ
っ
て
大
い
に
価
値
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
卑
属
に
対
す
る
生
殺
与
奪
の
権
を
認
め
ら
れ
て
い
る
家
父
が
自
由
を
奪
う
こ
と
は
、
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
Ⅲ
あ
る
者
が
未
成
年
者
の
と
き
に
売
却
さ
れ
〈
の
ち
に
〉
成
年
者
と
し
て
事
務
を
遂
行
し
た
と
き
は
、
購
入
は
未
成
年
者
の
認
識
に
（２）
義
務
を
負
わ
せ
な
い
の
だ
か
ら
、
購
入
の
抗
弁
お
よ
び
成
年
者
に
（３）
よ
っ
て
事
務
が
遂
行
さ
れ
た
と
の
抗
弁
は
、
［
日
中
］
に
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
を
拘
束
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
②
あ
る
者
の
も
と
で
奴
隷
上
了
し
て
養
育
さ
れ
て
成
年
者
と
な
り
、
あ
た
か
も
主
人
の
よ
う
な
売
主
に
唯
々
諾
々
と
従
い
事
務
を
遂
（４）
行してきたが、すでにほぼ最終的な［日由を得ている者‐も、
成
年
者
と
な
っ
た
こ
と
で
自
ら
の
出
自
を
知
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
売
却
を
甘
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
が
知
ら
な
か
っ
た
出
自
を
放
棄
し
た
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
い
の
だ
か
ら
、
未
成
年
者
〈
の
と
き
に
売
却
さ
れ
た
場
合
〉
と
同
様
に
、
同
じ
購
入
の
抗
弁
お
法
政
史
学
第
五
十
七
号
（承一別）
よ
び
事
務
が
遂
行
さ
れ
た
と
の
抗
弁
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で
（５）
は
な
く
、
両
者
に
自
由
身
分
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
０
何
ら
か
の
利
益
の
た
め
に
再
び
も
と
の
奴
隷
状
態
に
置
か
れ
た
被
解
放
者
に
つ
い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
解
放
者
の
事
例
は
以
下
の
よ
う
な
制
限
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
未
成
熟
者
と
し
て
一
四
歳
以
下
で
解
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
奴
隷
状
態
に
留
め
置
か
れ
、
〈
自
分
が
〉
知
ら
な
か
っ
た
自
由
を
享
受
せ
ず
、
成
年
者
と
し
て
売
却
さ
れ
て
事
務
を
行
っ
た
者
は
、
自
由
身
分
の
主
張
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
年
齢
の
者
に
は
、
与
え
ら
れ
た
自
由
を
知
ら
な
か
っ
た
り
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
容
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
憶
が
確
か
で
、
後
に
な
さ
れ
た
売
却
に
知
り
な
が
ら
巻
き
込
ま
れ
た
者
は
、
本
法
の
恩
恵
を
欠
く
べ
き
で
あ
る
。
Ⅲ
他
方
、
こ
れ
ら
の
者
に
財
産
を
委
ね
て
い
た
者
た
ち
自
身
も
救
済
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
で
、
上
記
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
者
た
ち
の
誰
か
が
自
由
を
請
求
す
る
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
彼
（
Ⅱ
自
由
身
分
の
請
求
者
）
の
も
と
に
あ
っ
て
、
自
分
が
主
人
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
に
属
す
る
こ
と
を
彼
が
認
め
た
も
の
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
疑
わ
れ
な
い
以
上
、
返
還
さ
れ
取
戻
さ
れ
る
よ
う
に
た
だ
ち
に
判
決
す
べきである。
⑤
し
か
し
、
請
求
さ
れ
た
も
の
が
、
〈
自
由
身
分
請
求
者
の
〉
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（６）
否
認
に
よ
っ
て
争
わ
れ
た
と
き
に
は
、
他
の
法
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
自
由
身
分
の
主
張
者
の
担
保
に
よ
っ
て
保
全
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
自
由
が
奪
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
と
き
に
は
、
彼
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
の
利
益
と
負
わ
れ
る
べ
き
も
の
す
べ
て
が
返
還
請
求
さ
れ
る
よ
う
に
、
請
求
は
延
期
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
奴
隷
状
態
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
主
人
が
奴
隷
に
特
有
財
産
と
し
て
与
え
て
い
た
も
の
は
〈
主
人
の
手
か
ら
〉
自
由
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
、
主
人
の
権
利
に
基
づ
い
て
奴
隷
に
対
す
る
か
の
ど
と
く
に
供
与
さ
れ
て
い
た
も
の
や
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
の
利
益
や
果
実
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
や
、
領
得
行
為
に
よ
っ
て
ひ
そ
か
に
獲
得
さ
れ
調
達
さ
れ
た
も
の
を
、
か
っ
て
主
人
で
あ
っ
た
者
が
有
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
⑥
し
か
し
な
が
ら
、
遺
言
や
贈
与
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
や
、
そ
れ
ら
の
も
の
か
ら
の
収
益
に
基
づ
い
て
購
入
さ
れ
入
手
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
出
生
自
由
人
に
帰
属
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
、
し
か
し
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
も
の
は
、
自
由
に
関
す
る
訴
訟
が
終
了
し
た
と
き
に
、
上
記
の
も
の
（
Ⅱ
自
分
が
主
人
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
に
属
す
る
こ
と
を
自
由
身
分
請
求
者
が
認
め
た
も
の
）
か
（７）
『
ｂ
区
別
さ
れ
る
限
り
で
、
係
争
物
受
害
者
の
も
と
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
両
当
事
者
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
中
立
的
な
権
利
の
も
と
に
置
か
れ
た
状
態
で
彼
ら
が
そ
の
所
有
権
を
争
え
る
よ
う
に
テオドシウス法典（Ｏ・□の〆弓ロの。□・の一目この）（’’一）（後藤）
す
る
た
め
で
あ
る
。
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
１
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一
八
日
テ
ッ
サ
ロ
ニ
ー
カ
で
付
与
す
。
（１）二目言この・法文⑪註（１）参照。
（２）○・ｓ・｛『巴巨の．＆す」・によれば、未成年者のときに売却
さ
れ
た
出
生
自
由
人
は
、
出
生
自
由
人
が
売
却
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
彼
自
身
が
認
識
し
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
意味である。
（
３
）
「
購
入
の
抗
弁
」
と
は
、
自
分
は
奴
隷
と
し
て
購
入
し
た
と
の
買
主
側
の
抗
弁
の
こ
と
を
指
し
、
「
成
年
者
に
よ
っ
て
事
務
が
遂
行
さ
れ
た
と
の
抗
弁
」
と
は
、
成
年
者
に
な
っ
た
の
ち
に
奴
隷
と
し
て
事
務
を
遂
行
し
た
者
は
、
そ
の
事
実
に
よ
っ
て
自
身
の
奴
隷
状
態
を
追
認
し
た
こ
と
に
な
る
、
と
の
買
主
側
の
抗
弁
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る。○｛・の○ｓ○吋の９口の．□ロゴ」。
（４）自由身分を請求している者を指す。Ｏ【・の○三・｛『のＳＰｇ
ｐ
」
。
な
お
、
自
由
身
分
を
請
求
し
て
い
る
当
人
と
、
身
分
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
訴
訟
当
事
者
に
な
れ
な
い
当
人
に
代
わ
っ
て
自
由
を
主
張
す
る
「
自
由
身
分
の
主
張
者
＆
の
①
耳
・
『
」
と
は
、
区
別されるべきである。法文⑰註（１）参照。
（５）自由身分の主張＆の①三・については、法文⑰註（１）
を参照。
（６）○・三・〔『のＱこの．＆す．｝・によれば、本法文と同じくコーン
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⑭
第
二
巻
第
一
六
章
第
二
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
、
ア
ェ
ミ
リ
ァ
・
リ
（１）
グリア州総督ウルピウスⅡフラウィァーヌスに〈宣一示す〉。
（２）
我等がイータリアの御料地と、水借人は、あらゆる特別の
（３）
負担か》ｂ免除特権を確立された‘ものと見なされるべし。
ア
ー
フ
リ
カ
に
お
け
る
〈
御
料
地
の
〉
借
地
人
に
な
ら
っ
て
、
定
め
法
政
史
学
第
五
十
七
号
スタンティーヌス帝が首都長官マークシムスに宣示した法
文⑩の勅法を指している。
（７）の①目のの←の【・法律上の争いが、有体物、とりわけその所有
権や占有権、返還や引渡に関わる場合、当事者は訴訟のあ
いだこの係争物を係争物受寄者に寄託することができ、特
別な例外的事例においてのみ、法務官自らかそのような係
争物の寄託を命じた。係争物受寄者は、通常の受寄者と同
様の責任を負ったが、通常の受寄者とは異なり、占有者と
みなされて占有に関する特示命令】日の『ｓｏ白日による保
護を与えられた。。【・【口の①【へ四四ｏ六一．ＣＱ②ａ蔓②ｑ言い三ｓご‐
駒のいいミミ（法文⑰註（３）所引）も．ご」》□の『ぬの『・雪Ｑ・｛・‐
旨ｓｎＤ員（・ミミ（法文⑳註（３）所引）》の．ぐ・［の①ＰＥのの‐
（の『］。
られたものと慣習になっているもののみを支払うようにで
ある。セウ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
（４）
二一日に付与す。〈州総督〉庁で読み上げ〈記録す〉。
（１）□亘巨の国四ぐ】目巨の．この人物は本法文にしか現れない。
ｏ（．、旧宛向一・℃・酉乞（ごＦ国ぐの可Ｆシヨンヱ『の」函）．
（２）の三］（の貝－８己．「永倍人」に関しては、法文⑪註（３）
参照。
（３）の曽『Ｐｏａ三四『一Ｐ「特別の負担」に関しては、法文⑱註
（３）参照。
（４）｝のＯＢ：已四Ｃｓ・帝政後期になると、官庁に収められた
文
書
は
公
的
文
書
と
し
て
完
全
な
証
拠
能
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
り、所有権移転に関する届け出は義務づけられ、遺言書な
ども官庁に：日：国届け出るなど、設権文書主義の浸透
により、かかる実践が広まった。。（・【Ｐの①『》ＤＢご昌冒言
、ミロミロミロ（法文⑮註（２）所引）・で己・雪Ｉ斧口語・行
政文書も同様に処理されたが、本法文は、少なくとも、皇
帝により発布されたいくつかの法が、宛先の官吏によっ
て、記録される前に、読み上げられていた一の、白ことを示
している。Ｏ〔・］・三［四｛三の葛の．トロミミ侭ａＣｇ菖一言トロＥ』
の旨＆ミニ言二⑩＆・冒菖Ｃｇの（ｚの言言ぐのＰｇｇ）・ロ
」』中。
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（１）
同（Ⅱコーンスタン｜ナィーヌス）帝がヘルピディウスに
〈宣示す〉。
力
ト
リ
ツ
ク
我等はある教会聖職者らや正統なる宗派に奉仕する他の
（２）
人々が、敵対する一示教の輩により大祓の供犠を行うよう強
制されていることを知ったので、この勅令により以下のよ
うに命じるものである。すなわち、何ぴとかが、至聖なる
（３）
法に仕》える人々は迷信たる別の宗教の儀式を強要されるべ
きだ、と考えたときは、その者は身分が許す場合には公衆
の面前で梶棒で打ち据えられるべし。官位への配慮がその
者からかかる侮辱を遠ざける場合には、その者は最も重い
罰
金
刑
を
受
け
、
そ
の
罰
金
は
都
市
に
よ
っ
て
科
さ
れ
る
べ
き
こ
（４）
上」ｏセ
ゥ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
（５）
一一五［ロシルミウムで付与す。
⑭
第
一
六
巻
第
二
章
第
五
法
文
（１）国の亘ｓｐの・法文⑯註（１）を参照。
（２）旨の〔『・目白の四・『一｛一口口」この←『巨日とは災いを遠ざけ幸運を
もたらすための、周回行列や供犠などから成る浄めの祭儀
で
、
耕
地
や
集
落
や
軍
隊
な
ど
種
々
の
も
の
が
浄
め
の
対
象
で
あ
っ
テォドシウス法典（○・Ｑの×ヨゴの。□・の一口目の）（一二）（後藤）
たが、共和政期に最も重要だったのは、監察官Ｃの己の。『が
五年ごとの戸口調査８己呂のの締めくくりとしてマルスの
野
で
挙
行
す
る
、
ロ
ー
マ
市
民
団
の
浄
め
の
祭
儀
で
あ
っ
た
。
Ｏ〔・日ご』の。昼。「ｑの一口②巴ロミロ（貝（○ヨミビ（』『Ｑの□・》○〆｛。『Ｑ》
」毛っ）・の。ご・［旨の（『豊・ロ（｝この（『畳・）］・本法文で一一一一口及されて
いる大祓の供犠については、○・二・｛『のｓの．＆戸一・は一一一一一
三
年
の
主
要
な
出
来
事
は
対
ゴ
ー
ト
戦
と
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス・リキーーウス両帝間の決戦であり、名宛人が在ローマ管
区代官であったヘルピディウスであることも勘案すると、
ロ
ー
マ
市
及
び
イ
ー
タ
リ
ァ
で
敵
の
撃
退
と
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
勝
利
を
祈
願
す
る
た
め
に
挙
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
こ
れに対し、の①のＣ【・記の鴨②耳目もつ・房｛・》］ヨは、一一一○八年に
即位したリキーーウスの、五年ごとの即位記念祭に際して行
われたものと考えるが、名宛人が在ローマ管区代官であっ
た
理
由
は
説
明
し
て
い
な
い
。
（３）昌の目のの巨已の『の（三・・の巨己の『の（三・は「迷信」と訳される
こ
と
が
多
い
が
、
「
別
の
迷
信
」
で
は
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
本文のように訳した。の息の『の三一・は元来、本法文では
「敵対する宗教の輩曰くの『の囚『巨日『の｝垣・目曰言日三ワ巨の」
という形で用いられている『の一一四・と対をなす概念で、共
和政期以来、ローマ支配層にとっての【の｝垣・とは、ロー
マ国家の安寧のために国家成員が神々と保つべき正しい関
係Ⅱ正しい祭儀の挙行であり、それから逸脱する祭儀慣行
や
、
い
ず
れ
の
神
に
対
す
る
も
の
で
あ
れ
狂
信
、
魔
術
な
ど
は
①
こ
‐
四
九
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己の［の【三○とされた。○〔・二・ｍｇ己．］・Ｚ。『三伜の・宅『一Ｃの）用の‐
』檀・菌＆記・ミの（○四ヨワ三ｍの』毛函）．ご・］・」七℃．』」ウーロニ
本法文の用語法は、長く『の］垣。とされてきたものと、か
っては２℃の『の三一・とされたキリスト教の立場が逆転しつ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（４）【のウＥｍｂＥワ’－９⑫ぐ白ｓｏ口亘目『・の○三○〔『①Ｑ巨の》ロロロ・｝・は
国
庫
で
は
な
く
、
都
市
の
金
庫
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ
と
、
の
意
と
する。
（
５
）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
・
リ
キ
ニ
ウ
ス
間
の
二
度
の
決
戦
を
一一一一一一一一年七月一一日と同年九月一八日のこととする（法文⑱
註（２）．（４）および法文⑭註（２）参照）二・日日の目
は、の弓のａｐ－ｏが示す本法文の付与月日はこれらの決戦
の
日
付
と
合
致
し
な
い
と
、
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
註
（
３
）
で
見
た
ご
と
く
、
本
法
文
で
言
及
さ
れ
る
大
祓
の
供
犠
を
決
戦
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
た
め
の
戦勝祈願と考える○・二・〔『＆口の》＆す」・は、写本の伝え
る
付
与
月
日
に
何
ら
疑
念
を
示
し
て
い
な
い
。
他
方
、
両
帝
間
の
決
戦
を
三
一
一
四
年
の
こ
と
と
し
、
ま
た
註
（
３
）
で
見
た
ご
と
く
、
大
祓
の
供
犠
を
リ
キ
ニ
ウ
ス
の
即
位
記
念
祭
と
結
び
つ
け
る
の
①
の
昊
・
記択石旦§」。Ｏ・ロ（・は、リキニウスの即位日が一一月一一
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
法
文
が
付
与
さ
れ
た
の
は
こ
の
日
付
以
前
で
は
あ
り
得
な
い
と
し
、
ご
ｚ
・
を
閂
シ
三
・
に
改
め
て
本
法
文
の
付
与月日を一一一月一一五日とする。国四目のの》ｚ、邑向ミ己言》ロ
ヨロもこれに従う。、、冗同」・ロ」屋（出向Ｆ宅Ｓこの」）は、
法
政
史
学
第
五
十
七
号
⑳
第
二
巻
第
九
章
第
一
法
文
コーンスタンティーヌス帝が〈宣示す〉。
汝
の
前
任
者
が
、
将
校
に
し
て
官
房
長
官
た
る
プ
ロ
ク
レ
イ
ァ
ー
（１）
ヌ
ス
に
宛
て
て
送
っ
た
圭
白
簡
に
よ
れ
ば
、
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
（２）
の
官
服
税
ま
た
は
馬
税
を
納
入
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
あ
る
地
方
住
民
ら
の
奴
隷
が
質
物
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
、
そ
の
部
署
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
主
人
は
、
租
税
債
務
を
支
払
っ
て
こ
れ
ら
の
奴
隷
を
受
け
戻
す
こ
と
を
せ
ず
、
他
の
者
も
、
こ
う
し
た
売
買
契
約
は
解
除
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
購
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ゆ
え
に
我
等
は
〈
以
下
の
如
く
〉
命
じ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
租
税
債
務
支
払
い
の
た
め
に
二
ヶ
月
の
〈
猶
予
〉
期
間
が
奴
隷
の
主
人
に
与
え
ら
れ
、
そ
の
期
間
が
過
ぎ
て
も
租
税
債
務
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
購
入
し
よ
う
と
する者は誰であれ、奴隷を確実に購入できる、と。
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
と
ル
ー
フ
ィ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
一
二
（３）
月一二一日カストゥローで掲示す。
の
①
の
呂
説
を
併
記
し
つ
つ
も
、
写
本
の
付
与
月
日
を
受
け
入
れ
て
い
る。
五
○
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⑩
第
一
二
巻
第
一
七
章
第
一
法
文
いくたりかの者たちが自らの子として他人の子を我等の
面前に連れ来たり、個人に課される負担の免除を我等から
取得した、と我等は聞き及んだので、このことが証明され
たときには、その者たちは与えられた恩恵を取りあげられ
る旨を、我等は命じるものである。他方、いずれの性であ
テオドシウス法典（○・Ｑの〆弓ロの。Ｑ・の一ｍ目の）（一二）（後藤）
す
、〆
。
一一三四年
（１）。・２－の】ロ目白ヨ宮目日の｛【目、（｝の）（『巨日・「将校にし
て宮一房長官三宮目の①（ロ〕四ｍ｝の（の【・霊Ｑ・『巨日」について
は、法文⑩註（４）を参照。二ｏ｝目のの》三信量⑮「Ｐ（｝ご・‐
「ミョミロミ管日冒壽⑮（法文⑱註（１）所引）も」岩によ
れ
ば
、
プ
ロ
ク
レ
イ
ア
ー
ヌ
ス
は
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌス帝の
もとで三一一一一一年に同職を勤めた。また、、ト記園】七・三」
（勺『・目一の白目の）》己・□＄（二四三曰：ロの□）も参照のこと。
（２）官服税と馬税については、法文⑳註（４）を参照。
（３）○口の白｝Ｐヒスパーニァのバェティヵの都市。（１）
コーンスタンティーヌス帝がダルマティウスに〈官一一爪
れ五人の子を持つ者たちは一旦取得された免除を我がもの
（２）
とする」日を、我等は命じるものである。ただし、法によっ
て約束された免除特権は、息子または娘を五人待つ父たち
によって保持されるのであるから、この〈五人という〉頭
（３）
数のなかに法定年齢の息子が見出されるならば、その父の
代わりに息子は、引き受けられるべき負担をただちに課さ
れる。Ⅲしかし、もし何ぴとかが、貧困〈者として〉の財産
評価ゆえに免除を取得し、このことを証明したならば、財
産の欠乏を理由として個人に課される負担の遂行へと召喚
（４）
されたとしても、恩恵を我がものとすべし。
、、１
クリースプスが一一一度目にしてコーンスタンティーヌスカ
二度目のコーンスルの年の一月一九日シルミウムで付与
（５）
す。（１）□四一日日旨の。、旧宛向・一》Ｄ□・】さ｛。（国・ロ四一日口ｐこのつ）は、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
腹
違
い
の
兄
弟
で
あ
っ
た
国
四
‐
ご旨のＤ＆Ｂ昌巨のに同定する。フラウィウスⅡダルマティ
ウスは、一一一一一一三年以前にコーンスル、’一一一一一一一一年頃に監察官
を歴任した。なお、本法文においてダルマティゥスがどの
よ
う
な
肩
書
き
で
法
を
受
け
取
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
五一
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る。
（２）｜定数の子を持つことによって種々の負担から免除され
る
こ
と
が
ユ
ー
リ
ウ
ス
法
と
パ
ー
ピ
ウ
ス
・
ポ
ッ
パ
ェ
ウ
ス
法
に
よって認められた。Ｃ（・弓『の、四四１》記・ミミニ冒弓一息君（法
文⑫註（２）所引）七℃・霊「ヨュースティーニァーヌス帝
の『法学提要』第一巻第一一五章前文によれば、ローマで三
人、イタリアで四人、属州で五人の子を持つ者は、後見役
やさまざまな管理役の負担から免除されるとある。
（３）法定年齢については、法文⑮を参照。
（４）すでに以前から、「貧困者目目の『①の」「貧困日ロ□の『白の」
とされた場合、後見役から免除される一方で、刑事事件に
おける告訴が認められなくなっていた。Ｃ｛・ロ・品貝ロョＧ‐
の』。、＆弓ロミ（・ミミ（法文⑳註（３）所引）・の・ぐ・［勺四口‐
□の『①の］・［石口ロｂの『白の］・の○三○｛『の９口の》四ロゴ」・によれば、コ
ー
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
は
、
貧
困
者
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
の
ような負担免除の部分を本法によってさらに補強したと考
えられる。
（５）本法文ののＥウの・１℃ご・（○四の勺○臼両目０ｏｚの弓シｚ‐
弓三○国○○三のの．）は明らかに乱れている。三・日日の目
は、○四の勺○国向日○○三ｍ目シヱョ三○■（一一一一一一年）と
○国の勺○日向日ｏ○二の『シｚ弓冒○日（三一一四年）の両方
の可能性を指摘しつつも、一一一一一四年説をとり、の①のｎ戸宛の‐
唄曽§も。」己もこれに従う。他方、因四日のの》Ｚ、＆回ミ已言・
ロ・ヨと、旧記向】も』』］は一一一一一一年とする。
法
政
史
学
第
五
十
七
号
⑭
第
一
三
巻
第
五
章
第
四
法
文
（１）
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝がヘルピディゥスに
〈宣示す〉。
ヒスパーニアの海岸のどこからであれ、ローマ市のポル
（２）
トゥスに「船主」の船が入港し、収税物だけを輸送してい
た
と
き
に
は
、
自
身
に
課
さ
れ
た
義
務
を
よ
り
容
易
に
果
た
す
こ
と
ができるように、同船が何ぴとの妨害もなく出港し、正規
（３）
の４℃のではないいかなる積荷にも奉仕しないよう、我等は
命ずる。
クリースプスが三度目にしてコーンスタンティーヌスが
三度目のコーンスルの年の一一一月八日テッサロニーヵで付与
す。（１）国の亘Ｑ旨の・法文⑭註（１）を参照。
（２）勺・『目の．ローマの新港。
（３）○・言○吋＆口の．＆す」・によれば、総督、管区代官、食糧
管理長官、首都長官および道長官らが、収税物を運搬して
きた船が母港に帰港する際に、建築資材などを積み込む場
合があったとし、そのことは本法典本巻本章の第五、八、
九法文からも理解されるとする。
五
一
一
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⑲
第
一
一
巻
第
一
六
章
第
三
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
、
カ
ル
ヶ
ド
ン
、
な
（１）
らびにマケドニア住民宛勅〈祠に。
何
ら
か
の
登
録
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
た
び
ご
と
に
、
大
勢
の
取
る
に
足
り
な
い
財
産
の
者
た
ち
が
、
富
裕
者
の
欲
望
と
便
宜
に
従
属
し
、
深
刻
で
不
公
平
な
不
正
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
総
督
の
判
断
と
手
配
に
よ
っ
て
、
各
都
市
の
登
録
が
な
さ
れ
る
べ‐し。正帝
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
一
一
一
度
目
に
し
て
正
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
ティーヌスが一一一度目のコーンスルの年の四月一一四日に受領
（２）
す。（１）＆のｅ・冒昌法文⑪註（１）を参照。
（２）の①の０戸用級柑＆§》で・茂は、カルケドンが、リキニウス
に
対
す
る
勝
利
に
よ
っ
て
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
を
三
一
一
四
年
の
夏
以
降
の
こ
と
と
考
え
る
の
で
、
春
に
発
せられている本法文を三一一五年のものと考える。二・日日，
のｇは、勝利の年を一一一一一一一一年に置くので（法文⑭註（２）
参照）、のｇの。『一口】・の年表示には問題ないものと考える。
た
だ
し
、
二
○
日
日
の
目
も
注
記
す
る
よ
う
に
、
ク
リ
ー
ス
プ
ス
と
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
称
号
に
関
し
て
は
、
「
副
帝
」
が
正
テオドシゥス法典（○ＣＱ①〆『すの。□・の一目この）（一二）（後藤）
⑲
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
一
法
文
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
（１）
スに〈宣一示す〉・
暴君リキーーウスの勅法や法は除去されて、古法ならびに
我
等
の
定
め
の
命
ず
る
と
こ
ろ
が
遵
守
六
三
つ
べ
き
こ
と
を
、
万
人
は
知るべし。
副
帝
ク
リ
ー
ス
プ
ス
が
三
度
目
に
し
て
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
が
三
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
五
月
一
六
日
に
掲
示
（２）
す。（１）ｏ・ロの国ヨ旨の・’’一一一四～三一一七年、道長官。おそらく一一一
一一四～三一一六年はコーンスタンティーヌス帝の下でオリ
ェ
ー
ン
ス
道
長
官
を
勤
め
、
そ
の
後
同
帝
に
伴
っ
て
ロ
ー
マ
に
赴
き
、
副
帝
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
道
長
官
と
し
て
イ
タ
リ
ア
に
残
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
三
一
一
七
年
、
コ
ー
ン
ス
ル
。
名
前
か
ら
推
し
て
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
の
親
戚
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い。Ｃ｛．、Ｓ記回］．ｂ・圏画（国・Ｏｏどの白日旨の□）．
（
２
）
二
○
日
目
の
①
ロ
は
、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
と
リ
キ
ニ
ウ
ス
しいＣＯ｛・の①のＯ六・記の、⑮恩の苫》己・ミ函・
五
三
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⑮
第
一
二
巻
第
一
章
第
九
法
文
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝が、アーフリカ州総
（１）
督ヒラリアーヌスに〈官一示す〉。
何
ぴ
と
か
参
事
会
員
が
、
自
ら
の
こ
と
に
関
わ
る
理
由
に
せ
よ
、
都
市
に
関
わ
る
理
由
に
せ
よ
、
我
等
の
も
と
に
来
る
こ
と
を
余
儀
な
ユ
ー
デ
ッ
ク
ス
く
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
者
は
、
そ
の
願
い
出
を
総
督
に
提
出
法
政
史
学
第
五
十
七
号
の間で行われたアドリアノープルの戦いを一一一一一三年七月一一
日
、
ク
リ
ュ
ソ
ポ
リ
ス
の
戦
い
を
同
年
九
月
一
八
日
と
し
、
そ
の
後
両
者
間
で
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
の
ち
に
リ
キ
ニ
ゥ
ス
が
処
刑
さ
れ
たのだから、写本が伝える本法文の掲示年月日（’一一二四年
五月一六日）は正しいと考える。なお、二・日日の目は○・’
三・〔『のｓのがの号のａｐ－ｏ中のごｚ・を房三・に改めたとす
るが、○・二・｛『のｓの。＆声」・は両帝間の決戦を三一一一一一年に
特定し、写本の掲示年月日を支持している。これに対し、
の①の０戸記侭両日§・ロ己．こ』三は両帝間の一一度の決戦の年代
を三一一四年とし、従ってリキーーウスの敗戦後に出された本
法文の掲示年月日については、己三・を二三・に改め、’’’
二四年一一一月一六日とする。帛点河口こ・ｎ．三・もこれに従
壽つ○
⑯
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
二
法
文
し
、
出
立
の
許
可
を
得
る
よ
り
前
に
〈
都
市
を
〉
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
ぴ
と
か
が
そ
の
傲
慢
さ
ゆ
え
に
こ
の
命
令
を
軽
ん
じ
た
と
き
は、流刑という終着点が運命づけられるべきである。
、、コ
クリースプスが一一一度目にしてコーンスタンティーヌスカ
三
度
目
の
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
七
月
九
日
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
で
掲
示
す。一一三五年
（１）虫］日国口巨の．、５門向』》己．」題（三（座）のＱ］旨の崖一口『】目色の
□）は、このヒラリァーヌスを、法文⑬と⑭に現れる三一
六年のルカーーーア・ブルツティオールム州総督三のＱ言の
国
｝
貝
】
目
巨
の
、
ロ
ー
マ
、
ウ
テ
ィ
カ
、
カ
ル
タ
ー
ゴ
ー
の
碑
文
に
現
れるアーフリカ州総督三のＱ｝旨の虫｝四『白目の、および、エ
ジプトのパピルスに現れる一一一一一一二年のコーンスルニのＯ言の
要］ロ『Ｂごロのと同定する。このうち、ウティカの碑文は、
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
の
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
に
対
す
る
勝
利
を
示
唆
している。また、、旧記園匡・◎・号・は、’一一三八～三一一一九年
の
首
都
長
官
、
三
五
四
年
の
道
長
官
と
も
同
定
し
て
い
る
。
五
四
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⑰
第
一
巻
第
一
五
章
第
一
法
文
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
全
て
の
州
民
に
〈
宣
示す〉。（１）
ユ
ー
デ
ッ
ク
ス
暴
君
な
ら
び
に
彼
の
総
督
ら
が
行
っ
た
一
」
と
は
無
効
と
さ
れ
る
（２）
が
、
何
ぴ
と
も
、
自
ら
が
進
ん
で
為
し
た
こ
と
や
△
ロ
法
的
に
為
さ
れ
（３）
た
こ
と
を
、
濫
訴
に
よ
っ
て
覆
そ
う
と
し
て
は
な
》
ｂ
な
い
。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
一二日に付与す。
（１）
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
イ
ー
タ
リ
ァ
長
官
シ
ル
ウ
ィ
ウ
（１）本法文が発布された三一一五年の前年（ないし一一年前。法
文⑲註（２）を参照）にコーンスタンティーヌスとの決戦
に
敗
れ
て
処
刑
さ
れ
た
リ
キ
ー
ー
ウ
ス
を
指
す
。
（２）○・三・｛『のロロの．＆す」・によれば、リキニウス統治下で私
人
が
行
っ
た
父
権
免
除
、
奴
隷
解
放
、
和
解
（
『
目
の
四
三
・
、
贈
与
な
ど
の
行
為
を
指
す
。
（
３
）
本
法
文
に
続
く
本
法
典
第
一
五
巻
第
一
四
章
第
三
法
文
は
、
「
暴
君
の
合
法
的
な
勅
答
は
疑
義
を
は
さ
ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
命
じ
て
い
る
。
テオドシウス法典（Ｏ・ロの〆弓ロの。□・の白目の）（’二）（後藤）
（２）
スⅡパウルスに〈宣一示す〉。
前
略
。
他
の
用
務
に
忙
殺
さ
れ
る
貴
官
が
、
こ
の
種
の
勅
答
の
累
積
に
よ
っ
て
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
以
下
の
事
案
の
み
を
貴
官
に
委
ね
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
よ
り
力
の
あ
る
者
が
よ
り
弱
小
の
裁
判
官
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
う
る
事
（３）
案
、
騎
士
級
州
総
督
の
法
廷
で
決
定
●
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
問
題
が
生
じ
て
い
る
事
案
、
同
じ
騎
士
級
州
総
督
の
も
と
で
長
い
間
扱
わ
れ
て
い
た
が
汝
の
も
と
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
生
じ
て
い
る
事
（４）
案、である。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
二
月
二
五
日
－
－
－
コ
メ
ー
デ
ィ
ー
ァ
で
付
与
す
。
（１）日四四ｍ〔の【戸巴日の．、Ｓ記回】》己・つ忠（の円三この勺シごＦ『の
己
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
官
職
に
つ
い
て
は
全
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
名宛人のの】三口の囚巨｝巨のはおそらくは管区代官であった
と
さ
れ
る
。
二
・
日
日
の
ｇ
は
、
イ
ー
タ
リ
ア
管
区
代
官
と
推
測
し
ている。
（２）の三旨の勺四昌巨の・この人物は、本法文のみから知られる。
○【．、旧記回】」○０．９（．
（３）ロ山ののこののについては、法文⑳註（５）を参照。
（４）【ロのの『へ国ＰＣ三ロロの己三のｓの国言冒ご隠切の『円ミ（法文⑫
註（３）所引）七・認□白・旨は、騎士級州総督に関する事
五五
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⑭
第
一
二
巻
第
九
章
第
一
法
文
コーンスタンティーヌス帝が〈宣示す〉。
ユ
ー
デ
ッ
ク
ス
（１）
総
督
の
う
ち
誰
で
あ
れ
、
消
費
貸
借
を
介
在
●
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
が
集
め
た
税
か
ら
得
た
も
の
を
着
服
し
て
は
な
ら
な
いし、また着服しよう生してもならない。
パウリーヌスとユーリァーヌスがコーンスルの年の一一一月
（２）
｜
日
ト
レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
で
付
与
す
。
（
１
）
日
日
巳
・
借
主
が
貸
主
か
ら
一
定
の
金
銭
そ
の
他
の
代
替
物
を
受
け
取
り
、
一
定
期
間
内
に
同
種
・
同
量
の
物
を
返
還
す
る
旨
を
約
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
契
約
。
借
主
は
、
消
費
を
目
的
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
所
有
権
を
得
た
。
利
息
を
付
す
場
合
に
は
、
別
に
合
意
が
必
要
で
、
通
常
は
問
答
契
約
三
℃
已
昌
・
で
為
さ
れ
た
。
貸
主
は
借
主
が
返
還
し
な
い
場
合
、
そ
れ
が
金
銭
貸
借
で
あ
れ
ば確定貸金返還請求訴権ロ三・ｏの『白の。『のｓ白の己の目白四の
で
、
金
銭
以
外
の
代
替
物
で
あ
れ
ば
確
定
物
返
還
請
求
訴
権
８
弓
＆
三
・
Ｏ
の
『
白
の
三
ま
た
は
一
定
量
の
穀
物
に
関
す
る
返
還
請
求
訴
法
政
史
学
第
五
十
七
号
案
は
、
裁
判
に
お
け
る
騎
士
級
州
総
督
の
党
派
性
が
疑
わ
れ
る
場
合
の事案であると解している。
⑭
第
二
巻
第
一
○
章
第
三
法
文
（１）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
ヘ
ッ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
に
〈宣示す〉。
弁
護
士
の
う
ち
の
あ
る
者
た
ち
は
、
謝
礼
の
名
目
で
、
法
外
で
不
正
な
利
益
を
自
ら
の
名
声
よ
り
も
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
し
ば
（２）
し
ば
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
（３）
（１）国の一一四Ｑ旨の。、旧幻向】》□・」旨（シ巨閂・因の｝｝口９旨の□）によ
権８口日呂○三号】四国四に基づいて訴えることができた。
。｛・ロの『ぬの『・回菖、〉。』〔ｓ＆局ロミ（・苫ミピ（法文⑳註（３）所
引）》の．ぐ・［三口目巨日］・［○○口日三・Ｃの『白の【囚］．
（２）○○三○吋のロロの》口Ｑ声」・によれば、コーンスタンティーヌ
ス
帝
は
、
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
（
三
一
一
五
年
）
に
は
マ
ヶ
ド
ニ
ァ
と
ビ
チ
ュ
ニ
ァ
に
い
た
の
で
、
ト
レ
ー
ウ
ィ
リ
ー
で
付
与
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
本
法
文
は
『
勅
法
彙
纂
』
第
一
○
巻
第
七
五
章
第
一
法
文
に
再
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
補
註
で
は
、
「
付
与
す
」
で
は
な
く
「
受
領
す
」
の
可
能
性
が
指摘されている。
五
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⑳第二巻第三一一一章第一法文
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
帝
が
道
長
官
代
行
ド
ラ
キ
リ
ァ
ー
ヌ
（１）
スに〈一日一示す〉・
必要としている者たちに果汁を含んだ、または乾燥した
収穫物を消費貸借として供与した者は誰であれ、利息とし
て、〈元本を〉超える〈返還総量の〉三分の一を取得する
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
額
が
ニ
モ
デ
ィ
ウ
ス
だ
っ
た
と
き
には、第三のモディウス（Ⅱ｜モディウス）を加えて獲得
テオドシウス法典（○・Ｑの〆弓ロの。□・四目この）（一一一）（後藤）
れば、おそらくは管区代官か州総督であったとされる。
（２）本法文と同じ勅法を再録した「勅法彙纂』第二巻第六章
第五法文によれば、謝礼の名目で一定の利益を要求して依
頼人に大きな損害を与えた弁護士は、その職務から完全に
遠ざけられるべきものとされている。なお、弁護士の手数
料の最高額に関する規制や、違反者に対する処分（弁護士
団体からの除名）については、法文⑭註（３）を参照。
（３）本法文には①ｓの＆口一・が欠落しているが、「勅法彙纂』
第一一巻第六章第五法文（前註参照）のの号の＆官】。ｅ・日
六・シロー｝・祠：｝三・の三巳一目・８口のの．）に基づいて、’一一一一五
年一一一月三○日に付与されたものと解されている。
するものとする。もし〈弁済受領を〉求められた債権者が
利息からの利益のために債務〈の弁済〉を受領しようとし
なかったときには、利息だけでなく、元本も剥奪されるべ
し。本法は、収穫物にのみ関係している。なぜなら、金銭
（２）
については債権者が〈利息として〉百分の一を超えて二二領
することが禁止されているからである。
パウリーヌスとユーリアーヌスのコーンスルの年の四月
（３）
一七日カエサレアで掲示す。
（１）□『四Ｑ｝】ロロロの四ｍのロのぐ］○の日で『四の【のｇｏ『巨日Ｄ『四の（。『】○
ｍの①○六》記偲、旦曾・己・茂は、管区代官としている。串自記回
一七・目」ｅ宛シロロシヱこの）によれば、この名宛人は、本
勅法の他にもう一つの勅法（本法典第一六巻第五章第一法
文）に登場するにすぎない。
（２）Ｏの日のの言口の・ロの口『四のＣの貝のの三四のとも表記され、月利一
％、すなわち年利一二％を意味する。利息制限は、すでに
十二表法にいわゆる十二分の一利息命の目の目９口目日とし
て規定され、その後も個別立法で何度か規定されたが、共
和政末期にその後の最高利率の規準となる「百分の一利
息」が定められた。しかし、これと異なる慣行があった場
合（特に東部）や、地中海商業に関わる金融たる海上消費
貸借｛①目の目巨言巨曰の場合など適用を受けないケースも
五
七
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⑳
第
一
巻
第
二
章
第
五
法
文
同（Ⅱコーンスタンティーヌス）帝が首都長官セゥェー
（１）
ルスに〈宣一示す〉。
（２）
（３）
中間裁決あるいは猶予抗弁が我等の勅答により認め》られ
（４）
る都度、奎祠願への道が開かれるべし。他方、訴訟全体の審
法
政
史
学
第
五
十
七
号
あった。Ｃ｛・国の『ぬの【・雪ｃｃ一ｓ＆局□員（・苫ロミ（法文⑳註
（３）所引）》の・ぐ・［○の貝のの三四］。［□印貝四の・の貝のの言四の］》
［可のロロの目巨（】２日］》【口の①『・ロロ切己昌房：①弔宣己日高ｓ二
（法文⑰註（３）所引）七℃」ヨ｛・》乞望．
（３）写本に従えば一一一一一五年であるが、の①のＣ六・宛緩温旦§」・・・
＆・は、本法典第一六巻第五章第一法文（’’’一一六年）、同
第一一一巻第一章第一一一法文および向巨の①ワ・・「員Ｓ菖旦・》二・
豈口を根拠にして、一一一二五年のオリェーンスの道長官代
行はマークシムスニ四×百巨勿なる人物で、ドラキリァーヌ
スがこの職に就いたのは一一一二六年であるとする。帛点記向」》
一○○三・一国四日のの．ｚ、＆同冒己言・弓」←」・』」っも、これに従
う
。
な
お
、
林
信
夫
「
帝
政
後
期
ロ
ー
マ
に
お
け
る
利
息
法
の
機
能」『立教法学』四四号（’九九六年）、’六～’八頁参
昭へ○
理を無にし、訴訟の主要部分の効力を無に帰さしめるよう
な勅答は、相手方の重大な損失なしには覆され得ない。そ
（５）
れゆ一え、永久抗弁の〈効果の〉緩和が求められるべきでは
なく、勅令に反した請願がなされるべきでもない。
パウリーヌスとユーリアーヌスがコーンスルの年の五月
一一三日－－１カイァで付与す。
（１）の①月日の．法文⑳註（１）を参照。
（２）ロ日のごＳＱ巨曰・本法文を収録した『勅法彙纂』第一巻第
一九章第二法文においては、「中間裁決あるいは」の部分
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
「
中
間
裁
決
」
や
類
似
の
術
語
に
つ
い
て
は
法文⑳註（１）を参照。ただし、○・三・可のＳｍ・＆ロ」・
は、本法文におけるこの語は、裁判官からの伺書や報告に
対
し
て
出
さ
れ
た
勅
答
に
よ
っ
て
、
先
決
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
裁判官に差し戻されたこと、あるいは、訴訟の主要部分に
関わらない部分で勅答そのものによって先決されたこと、
を意味すると考える。
（３）日・『ｇｏ『旨己『ロ①のＣ１目○・℃『ロ①の三口一・は字義通りには
「前文」。○・三・｛『のＳｍ》＆す．｝・によれば、この句は従来、
方式書に付記される「猶予抗弁の〆８口】・口のの｛の日□・『四一のの．
Ｑ一一日。『一四の」（｜時的に原告の権利の行使を阻止する抗弁）
の意味で解釈されてきた。これに対し○・三・可のＳｍは、
本法文の主旨は、名宛人の首都長官のように皇帝に代わっ
五
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て
ぐ
一
Ｃ
の
の
四
Ｏ
Ｂ
裁
判
を
す
る
権
限
を
有
す
る
官
吏
に
対
し
、
ど
う
い
う
場
合
に
い
っ
た
ん
出
さ
れ
た
勅
答
に
反
す
る
再
度
の
請
願
が
認
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
こ
ち
ら
が
要
点
な
の
だ
が
、
ど
う
い
う
場
合
に
認
め
て
は
な
ら
な
い
か
を
指
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
、
こ
の
句
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
当
事
者
の
一
方
の
求
め
に
対
し
勅
答
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
、
訴
訟
の
主
要
部
分
の
延
期
と
考
え
る
。
（４）『の三三日『・○・弓・｛『の□この．＆す」・は本法文の主旨を註
（３）で見たごとくに考えるので、これを□の『己三目『や
三宮一旨『、すなわち「認められる」「与えられる」の意味
でとり、已国の旨日・盲目や日・国８『冒己日のの。『一℃ロ・を命じ
た
勅
答
に
対
し
て
の
み
、
そ
れ
を
覆
す
な
り
緩
和
す
る
よ
う
改
め
て
請
願
す
る
権
利
が
、
訴
訟
の
相
手
方
に
認
め
ら
れ
た
、
と
説
明
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
勺
冨
『
『
は
こ
の
語
を
目
目
｝
と
訳
す
。
そ
の
場
合
、
最
初
に
訴
訟
延
期
な
ど
を
求
め
た
方
に
再
請
願
の
権
利
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
（５）□『四ののＣ『】でロ・ロの『の白已・『国・註（３）で一一一一口及した「猶予
抗
弁
」
に
対
し
、
原
告
の
権
利
の
行
使
を
永
久
的
に
阻
止
す
る
も
の
。
な
お
、
「
猶
予
抗
弁
（
ま
た
は
一
時
抗
弁
と
「
永
久
抗
弁
（
ま
た
は
棄
却
抗
弁
）
」
に
つ
い
て
は
、
船
田
享
二
『
ロ
ー
マ
法
』
第
五
巻（’九七一一年、岩波書店）、一一一一五頁を参照。＆・口の『ぬの『・
回冨Ｑａ（Ｓのミロロミ（・冒皀（法文⑳註（３）所引）、の．ご・［両〆，
・の貝一・］．ただし、○・言。｛『のロロの。＆す」・はこの句を、前の
文で一一一一口われている「訴訟全体の審理を無にし、元の訴訟の
効
力
を
無
に
帰
さ
し
め
る
よ
う
な
勅
答
」
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
テォドシウス法典（ｏｏＱの〆日ロの。□・の国口巨の）（一二）（後藤）
同
（
Ⅱ
コ
ー
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
ス
）
帝
が
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
（１）
ムスに〈一日一示す〉。
（２）
（３）
野戦機動軍および河川監視軍の丘〈士な》ｂびに下士官は、
自
己
の
人
頭
と
、
父
親
・
母
親
・
妻
の
人
頭
の
全
て
を
、
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
者
が
存
命
し
て
い
て
、
課
税
基
礎
査
定
の
際
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
〈
台
帳
か
ら
〉
削
除
す
べ
し
。
こ
れ
ら
の
人
の
誰
か
を
、
あ
る
い
は
全
員
を
亡
く
し
て
い
る
場
合
、
彼
ら
が
亡
く
な
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
こ
の
人
た
ち
に
応
じ
て
削
除
で
き
た
の
と
同
じ
人
頭
数
を
、
自
ら
が
軍
営
特
有
財
産
〈
と
し
て
得
た
奴
隷
〉
に
つ
い
て
〈
そ
こ
か
ら
〉
削
除
す
べ
し
。
し
か
し
そ
の
際
、
相
手
と
共
謀
し
て
所
有
権
を
偽
り
、
他
人
の
財
産
を
削
除
す
る
の
で
は
な
く
、
正
し
く
自
己
の
財
産
〈
に
属
す
る
人
頭
〉
を
削
除
す
る
こ
と
。
Ⅲ
［
と
こ
ろ
で
、
満
期
除
隊
の
書
状
を
得
た
の
ち
に
退
役
し
た
⑳
第
七
巻
第
二
○
章
第
四
法
文
の
意
で
と
る
。
そ
し
て
註
（
３
）
で
見
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
訴
訟
全
体
に
つ
い
て
の
決
定
を
下
し
た
勅
答
に
つ
い
て
は
、
勅
令
と
同
様
、
そ
の
取
消
し
や
緩
和
を
求
め
る
請
願
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
周
知
が
本
法
文
の
狙
い
で
あ
っ
た
と
す
る
。
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兵
ら
は
、
自
己
お
よ
び
妻
の
人
頭
を
〈
課
税
基
礎
台
帳
か
ら
〉
削
除
す
る
よ
う
我
等
は
定
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
者
た
ち
は
名
誉
除
隊
を
得
た
な
ら
ば
、
自
ら
の
人
頭
だ
け
を
削
除
す
る
こ
と
。
］
い
ず
（４）
れ
の
軍
隊
勤
務
か
ら
で
あ
れ
全
て
の
退
役
丘
〈
は
、
自
ら
の
妻
と
合
わ
せ
て
、
一
人
分
の
人
頭
の
削
除
を
享
受
す
る
よ
う
我
等
は
命
じ
る
。
（５）
②
一
方
、
以
前
の
法
に
よ
り
一
一
四
年
の
軍
務
の
の
ち
に
名
誉
除
隊
を
得
た
な
ら
ば
一
人
分
の
人
頭
の
削
除
を
享
受
し
て
い
た
河
川
監
視
軍
か
ら
の
退
役
兵
は
、
二
○
年
の
軍
務
を
終
え
て
名
誉
除
隊
を
得
た
場
合
も
ま
た
、
野
戦
機
動
軍
兵
士
の
例
に
な
ら
っ
て
、
一
人
分
の
人
頭
を
削
除
す
べ
し
。
［
二
○
年
以
内
に
除
隊
し
た
場
合
で
さ
え
も
、
虚
弱
者
や
障
害
者
は
課
税
基
礎
査
定
の
際
に
申
告
さ
れ
な
い
こ
と
に
鑑み、同じ恩恵を享受すべし。］
０
他
方
、
騎
兵
お
よ
び
歩
兵
は
軍
務
に
就
い
て
い
る
間
、
自
己
の
人
頭
を
削
除
す
べ
き
で
あ
り
、
退
役
し
て
か
ら
も
、
同
じ
削
除
と
い
う
慰
め
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
い
つ
、
ど
の
任
地
に
お
い
て
除
隊
を
得
た
の
で
あ
れ
、
野
戦
機
動
軍
へ
の
勤
務
か
ら
老
齢
も
し
く
は
障
害
ゆ
え
に
解
放
さ
れ
た
な
ら
ば
、
軍
務
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
二
人
分
の
人
頭
、
す
な
わ
ち
自
己
と
妻
の
人
頭
を
削
除
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
河
川
監
視
軍
兵
士
に
も
ま
た
、
自
ら
が
戦
傷
ゆ
え
に
除
隊
し
た
こ
と
を
（６）
証明したなら、同じ特権が与一えられること。ただし、誰か
河
川
監
視
軍
兵
士
が
一
五
年
を
過
ぎ
て
二
四
年
以
内
に
軍
務
か
ら
退
法
政
史
学
第
五
十
七
号
い
た
な
ら
ば
、
自
己
の
人
頭
の
削
除
の
み
を
得
る
べ
し
。
河
川
監
視
軍
兵
士
の
妻
は
、
〈
夫
が
〉
二
四
年
の
の
ち
に
軍
務
か
ら
退
い
た
場
合
に
削
除
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
か
ら
。
パ
ウ
リ
ー
ヌ
ス
と
ユ
ー
リ
ァ
ー
ヌ
ス
が
コ
ー
ン
ス
ル
の
年
の
六
月
一七日アンティオキーアで掲示す。
（
１
）
「
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
」
に
宛
て
た
法
文
と
し
て
は
、
法
文
⑪、⑮、⑯、⑭、⑩、⑪、⑯、⑯、⑬があり、他に、法文
⑪、⑩、⑱が官職名なしのマークシムス宛、法文⑪が「道
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
」
宛
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
全
て
の
法
文
の
受領者は一般に、一一一一九年九月一日～’’’一一一一一年九月一三日
ま
で
首
都
長
官
を
務
め
た
く
巴
の
『
旨
の
二
目
言
巨
の
と
同
定
さ
れ
て
いる（各法文の註を参照。ａ・帛占記回目七・＄□［ご巴の『旨の
三四己日巨の⑪荷ロ・田口の一一旨の岳］）。○・三・可の９口の．＆す」，は、
の弓の＆ロ］・によれば一一一二五年発布の本法文の名宛人マー
ク
シ
ム
ス
の
官
職
名
に
つ
い
て
、
本
法
文
の
内
容
は
首
都
長
官
の
職
務
と
は
関
わ
り
な
く
、
掲
示
地
が
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ー
ァ
で
あ
る
こ
と
から推しても勺（国の｛の。白の）□（『ロ）ではなく勺（［・）
も（日の（のＯ白日）、すなわちぐ】８『旨の○国のロ房（オリエーン
ス
管
区
代
官
）
で
あ
っ
た
と
し
、
二
○
ヨ
ョ
の
目
も
こ
れ
に
従
う
。
暗点記向・一》ｂ□・望三・（『四一の己巨の二目言この全）も同様で、
さ
ら
に
、
本
法
文
の
名
宛
人
は
前
述
の
首
都
長
官
マ
ー
ク
シ
ム
ス
の
息
子
か
甥
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
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（２）８日旨（のロの①の①（１℃のどの①の三三のの・帝政後期の野戦機動
軍８日言（のロの①の、および河川監視軍『甘のロの①のあるいは『一‐
日回のロの①の．騎丘〈大隊四一口の．歩丘〈大隊８声・『【のｍから成る
辺境防衛軍｝一三日ロの］については、の○口三の『ご体□戸・Ｐ
このトミの幻・ミミ』ミビ（法文⑭註（１）所引）もつ」－房
を参照。
（３）ロ。（のｇｏ『の印・法文⑦註（２）参照。ガッリェーヌス帝に
よ
る
創
設
時
は
皇
帝
の
幕
僚
を
指
す
称
号
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
昇進を重ねてきた兵士が自ら指揮権を持つ前に、宮。（の。（・‐
『
田
と
し
て
種
々
の
指
揮
官
の
下
で
軍
事
経
験
を
積
む
、
と
い
う
一
種
の
士
官
学
校
的
な
機
能
を
持
つ
集
団
と
な
っ
た
と
い
う
。
＆
・
ｍｏｐＳの『ロ倖ロ員○ＰＣＣ・巳（》己已」」【・》□つ｛．
（
４
）
「
他
の
者
た
ち
は
」
以
下
の
訳
文
は
二
・
日
日
の
ｇ
の
パ
ン
ク
チ
ュ
エーション（の］■○口ののＢＢＢ一のの一○口の日日①【ロの『ご戸の巨巨Ｂ
ＣｐＤｐ（白ロ（白日ＢｏＱｏの〆０口の四【のＯの（の『○の］・ｏＢｐののぐの（の【口‐
ロ・の９のロロ・呂日ＣＥの①〆の三日）に従ったものだが、二・日‐
白のの己自身、８（の『・のの後で切ると、続く文章の意味と矛
盾すると指摘している。○・三・〔【のロロのは①〆目の胃のの後に
ピリオドを打ち、Ｃの（の『・の○日ロ①のぐの（の『目・の・・・…と続け
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
訳
文
は
「
退
役
兵
が
名
誉
除
隊
を
得
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
の
人
頭
だ
け
を
削
除
す
る
こ
と
。
］
い
ず
れ
の
軍
隊
勤
務
か
ら
で
あ
れ
、
他
の
全
て
の
退
役
兵
は
」
と
な
る
。
（５）ドナウ沿岸ロュ、＆・の砦跡から出土した青銅板に記さ
れていた、｜｜｜｜｜年六月九日付の勅答（国詞」」日ｐ窟）
テオドシウス法典（ｏｏＱの〆弓すの。Ｑ・の】目この）（’二）（後藤）
（
附
記
）
今
回
の
担
当
者
は
、
浦
野
聡
、
後
藤
篤
子
、
芹
澤
悟
、
林
信
夫
、
樋
脇
博
敏
で
あ
る
。
を指すと思われる。。｛・の。巨三の目陣□員・Ｐｇｓ・もつ・
』□｛・》』『０
（６）「事由による退役８巨の四『一四三のの一・」に伴う特権を指す
と
思
わ
れ
る
。
野
戦
機
動
軍
兵
士
の
場
合
は
軍
務
年
数
や
負
傷
・
疾
病・老齢など事由を問わず、満期除隊の日の三四三のの一・扱
い
（
す
な
わ
ち
、
自
己
と
妻
の
二
人
分
の
人
頭
の
削
除
）
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
河
川
監
視
軍
兵
士
の
場
合
は
、
’
六
年
以
上
の
軍
務
と
戦
闘
中
に
負
っ
た
負
傷
と
い
う
軍
務
年
数
・
事
由
の
条
件
が
課
さ
れ、条件を満たした場合でも名誉除隊ロ目のの白三ｍの一・扱
い
（
す
な
わ
ち
、
一
人
分
の
人
頭
の
削
除
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ｑ
・
の○三・【【のｓの．＆ず」・》の。巨三の目陣□寅・Ｐ８．畳・》己・雪
（未完）
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